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平
成
19
年
度
上
半
期
（
４
月
１
日

〜
９
月
30
日
）
の
執
行
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
現
在
、
国
で
は
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
、
健
全

化
判
断
比
率
の
基
準
が
い
ろ
い
ろ
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
準
如
何

に
よ
っ
て
は
、
当
町
は
指
標
の
一
つ

で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率
が
高
水
準

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
の
早
期
健

全
化
が
求
め
ら
れ
る
団
体
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
、
一
般
会
計
へ
多
額

の
基
金
取
崩
し
を
実
施
し
て
い
て
、

家
計
に
置
き
換
え
る
と
貯
金
に
あ
た

る
基
金
現
在
高
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
態
が
継
続
し
た
場
合
、
基

金
が
底
を
つ
き
赤
字
団
体
と
な
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
、
職
員
給
与
の
独
自
削
減

を
は
じ
め
と
し
て
行
財
政
改
革
の
推

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
町
の
財
政
状
況
に
更
な
る

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
よ
り
よ

い
町
財
政
の
運
営
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
税
務
財
政
課
財

政
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一 

般 

会 

計

　
予
算
現
在
額
83
億
9
、
5
2
7
万

４
千
円
に
対
し
、
歳
入
42
・
0
％
、

歳
出
34
・
1
％
の
執
行
率
で
歳
入
が

歳
出
を
7
・
9
％
上
回
っ
て
お
り
ま

す
。国

民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
予
算
現
在
額
17
億
5
、
5
4
4
万

３
千
円
に
対
し
、
歳
入
29
・
3
％
、

歳
出
45
・
9
％
の
執
行
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
例
年
同
様
、
保
険
給
付
費

の
伸
び
が
高
く
、
歳
入
不
足
額
を
基

金
運
用
で
補
っ
て
い
ま
す
。�

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
予
算
現
在
額
９
億
8
、
1
8
4
万

４
千
円
に
対
し
、
歳
入
19
・
7
％
、

歳
出
41
・
4
％
の
執
行
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
下
水
道
工
事
等
に
係
る
国

庫
補
助
金
、
起
債
な
ど
が
下
半
期
の

収
入
と
な
る
こ
と
か
ら
、
歳
入
不
足

額
を
基
金
運
用
で
補
っ
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計

一
時
借
入
金
・
基
金
運
用

　
予
算
現
在
額
19
億
3
、
7
3
9
万

５
千
円
に
対
し
、
歳
入
42
・
8
％
、

歳
出
42
・
2
％
の
執
行
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
会
計
は
、
老
人
医
療

費
に
係
る
も
の
で
す
。

介
護
保
健
特
別
会
計

　
予
算
現
在
額
８
億
3
、
9
2
0
万

１
千
円
に
対
し
、
歳
入
47
・
2
％
、

歳
出
34
・
0
％
の
執
行
率
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
会
計
は
、
要
介
護

（
要
支
援
）
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
に
係
る
も
の
で
す
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
予
算
現
在
額
9
、
8
2
1
万
６
千

円
に
対
し
、
歳
入
50
・
2
％
、
歳
出

42
・
3
％
の
執
行
率
と
な
っ
て
い
ま

す
。
歳
入
が
多
い
の
は
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ

の
会
計
は
、
洞
爺
地
区
の
給
水
事
業

に
係
る
も
の
で
す
。

　
一
時
借
入
金
は
、
経
理
資
金
が
不

足
す
る
際
に
一
時
的
に
銀
行
な
ど
か

ら
借
り
入
れ
、
年
度
内
に
償
還
す
る

お
金
で
す
。

　
ま
た
、
利
子
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

基
金
か
ら
一
時
的
に
借
り
入
れ
て
い

ま
す
。

地
　
方
　
債

　
地
方
債
は
、
投
資
的
事
業
（
道
路

の
整
備
、
建
物
の
建
築
等
）
に
充
て

る
た
め
に
借
り
入
れ
、
年
度
を
越
え

て
償
還
す
る
も
の
で
す
。

平成19年度 各会計予算


